
「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
反
対

す
る
沖
縄
県
民
大
会
」（
主
催
・

同
実
行
委
員
会
）
が
９
日
午

前
、
宜
野
湾
海
浜
公
園
多
目
的

広
場
で
開
か
れ
、
県
内
外
か
ら

数
万
人
が
参
加
し
た
。
モ
ロ
ッ

コ
や
米
フ
ロ
リ
ダ
州
で
墜
落
事

故
を
起
こ
し
、
６
日
に
も
米
ノ

ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
市
街
地

に
緊
急
着
陸
す
る
な
ど
安
全
性

が
揺
ら
い
で
い
る
オ
ス
プ
レ
イ

に
つ
い
て
、
米
軍
普
天
間
飛
行

場
へ
の
配
備
を
即
時
撤
回
す
る

よ
う
求
め
る
決
議
を
採
択
。「
世

界
一
危
険
」
な
米
軍
普
天
間
飛

行
場
の
閉
鎖
・
返
還
も
日
米
両

政
府
に
強
く
求
め
た
。

宮
古
、
八
重
山
大
会
も
含
め

る
と
、
大
会
に
は
、
県
内
全


市
町
村
の
首
長
や
代
理
が
出

席
。
仲
井
真
弘
多
知
事
が
「
県

民
の
不
安
が
払
し
ょ
く
さ
れ
な

い
限
り
、
配
備
に
は
絶
対
に
反

対
だ
」
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
た
ほ
か
、
県
選
出
・
出
身

国
会
議
員
を
は
じ
め
、
県
議
や

市
町
村
議
も
超
党
派
で
駆
け
付

け
た
。

式
典
で
は
、
県
議
会
の
喜
納

昌
春
議
長
、
県
市
長
会
長
の
翁

長
雄
志
那
覇
市
長
、
経
済
団
体

と
し
て
今
回
初
め
て
共
同
代
表

に
就
い
た
県
商
工
会
連
合
会
の

照
屋
義
実
会
長
ら
が
次
々
と
あ

い
さ
つ
。
事
故
を
繰
り
返
す
オ

ス
プ
レ
イ
は
「
構
造
的
欠
陥

機
」
で
あ
る
と
し
て
強
行
配
備

に
ノ
ー
を
突
き
付
け
た
。

普
天
間
飛
行
場
を
抱
え
る
宜

野
湾
市
の
佐
喜
真
淳
市
長
も
、

普
天
間
の
固
定
化
を
許
さ
な
い

決
意
を
あ
ら
た
め
て
表
明
。
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
で
深
夜
飛
行
が

倍
増
す
る
伊
江
村
の
大
城
勝
正

村
長
、
東
村
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ

ド
で
運
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る

東
村
の
伊
集
盛
久
村
長
、
北
部

訓
練
場
を
抱
え
る
国
頭
村
の
宮

城
久
和
村
長
も
出
席
し
た
。

会
場
は
、
「
す
で
に
イ
エ
ロ

ー
カ
ー
ド
を
超
え
て
い
る
」
と

の
警
告
を
込
め
て
設
定
さ
れ
た

統
一
カ
ラ
ー
の
赤
で
染
ま
っ

た
。

詳しくはあすの紙面をお読みください http : //www.okinawatimes.co.jp/ 購読の申し込みは ０１２０－２１－９６７４
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反
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墜
落
事
故
が
相
次
ぐ
米
海
兵
隊
の
垂
直
離
着
陸
輸
送
機

Ｍ
Ｖ

オ
ス
プ
レ
イ
が
、
公
共
施
設
や
住
宅
が
周
辺
に
密

集
す
る
「
世
界
一
危
険
」
な
米
軍
普
天
間
飛
行
場
へ
配
備

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
騒
音
や
墜
落
の
危
険
性
が
ほ
ぼ

き
ょ
う
あ
い

基
地
内
で
収
ま
る
米
本
国
の
広
大
な
基
地
と
異
な
り
狭
隘

な
県
土
に
基
地
が
集
中
す
る
沖
縄
へ
自
ら
の
軍
事
戦
略
を

優
先
し
、
配
備
計
画
を
進
め
る
米
国
と
「
配
備
自
体
は
米

政
府
の
方
針
で
、
ど
う
し
ろ
、
こ
う
し
ろ
と
い
う
話
で
は

な
い
」
（
野
田
佳
彦
首
相
）
と
、
県
民
の
切
実
な
声
に
耳

を
貸
さ
な
い
日
本
政
府
。
事
故
の
危
険
性
は
代
替
さ
れ
る

Ｃ
Ｈ

中
型
輸
送
ヘ
リ
に
比
べ
て
も
高
く
、
騒
音
被
害
が

悪
化
す
る
地
域
も
あ
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
は
普
天
間
返

還
の
原
点
で
あ
る
「
危
険
性
の
除
去
」
に
逆
行
す
る
。
９

日
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
反
対
す
る
県
民
大
会
は
、
沖
縄

の
民
意
を
広
く
全
国
に
伝
え
米
国
民
を
含
め
た
世
界
の
世

論
に
訴
え
る
場
と
な
る
。

米
軍
は
環
境
審
査
（
レ
ビ
ュ
ー
）
で

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
は
ヘ
リ
着
陸
帯

（
ヘ
リ
パ
ッ
ド
）

カ
所
で
離
着
陸
す

る
と
し
、
本
島
全
域
と
伊
江
島
で
運
用

さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

訓
練
は
主
に
北
部
訓
練
場
（

カ

所
）
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
と
キ
ャ

ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
に
広
が
る
中
部
訓
練

場
（

カ
所
）
、
伊
江
島
補
助
飛
行
場

（
６
カ
所
）
で
実
施
。

年
間
２
５
３
２
回
の
陸
上
空
母
離
着

陸
訓
練
（
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
）
を
行
う
伊
江
島

で
は
、
深
夜
早
朝
訓
練
が
現
在
の
Ｃ
Ｈ


ヘ
リ
の
１
９
２
回
か
ら
、
４
４
３
回

と
２
・
３
倍
に
増
加
。
他
機
種
を
含
め

た
年
間
飛
行
訓
練
回
数
も
６
２
０
４
回

か
ら
１
万

回
に
増
え
る
。
一
方
、
中

部
訓
練
場
で
は
減
少
、
全
体
で
は
現
状

よ
り
約

％
減
少
す
る
と
説
明
し
て
い

る
。こ

う
し
た
本
島
北
部
、
伊
江
島
の
戦

術
着
陸
帯

カ
所
の
ほ
か
、
物
資
補
給

や
人
員
移
送
な
ど
を
目
的
と
す
る
管
理

着
陸
帯
と
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
や

牧
港
補
給
地
区
（
キ
ャ
ン
プ
・
キ
ン
ザ

ー
）
、
ト
リ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ホ
ワ

イ
ト
ビ
ー
チ
な
ど

カ
所
が
運
用
さ
れ

る
。
嘉
手
納
基
地
へ
は
１
機
当
た
り
毎

月
約
３
回
（
年
間
１
２
０
０
回
～
１
２

５
０
回
）
、
搭
載
さ
れ
る
機
関
銃
に
よ

る
沖
合
で
の
射
撃
訓
練
に
使
う
弾
薬
を

そ
う
て
ん

装
塡
す
る
た
め
飛
来
す
る
。

米
軍
の
環
境
審
査
に
よ
る
と
オ

ス
プ
レ
イ
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

（
模
擬
訓
練
装
置
）
に
よ
る
訓
練

が
で
き
な
い
場
合
、
北
部
訓
練
場

に
お
い
て
、
地
上

～

㍍
で
の

地
形
飛
行
を
、
年
に

回
行
う
と

し
た
。

地
形
追
従
飛
行
と
も
呼
ば
れ
る

同
訓
練
は
、
敵
の
レ
ー
ダ
ー
を
か

い
く
ぐ
っ
て
地
上
施
設
を
破
壊
す

る
こ
と
な
ど
を
想
定
。
低
空
飛
行

で
の
操
縦
の
練
度
を
高
め
る
た
め

に
行
わ
れ
る
。

従
来
の
Ｃ
Ｈ

ヘ
リ
で
も
同
訓

練
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
下
降
気

流
が
強
い
上
、
熱
風
を
排
出
す
る

オ
ス
プ
レ
イ
が
地
上

㍍
、
５
階

建
て
の
ビ
ル
の
高
さ
で
飛
行
し
た

場
合
の
植
物
や
野
生
生
物
へ
の
影

響
、
誤
っ
て
民
間
地
域
を
飛
行
し

た
場
合
の
危
険
性
が
心
配
さ
れ

る
。
ま
た
、
他
の
航
空
機
も
こ
れ

ま
で
と
同
じ
頻
度
で
年
間
約
１
２

０
０
回
、
地
形
飛
行
を
行
う
。

同
訓
練
場
で
建
設
予
定
の
六
つ

の
ヘ
リ
着
陸
帯
（
ヘ
リ
パ
ッ
ド
）

も
建
設
後
に
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓

練
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に

さ
れ
た
。

東
村
高
江
で
座
り
込
み
を
続
け

る
住
民
は
「
今
で
も
ヘ
リ
が
大
き

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
つ
る
す
訓
練

や
兵
士
を
ぶ
ら
下
げ
る
訓
練
が
行

わ
れ
て
い
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
が
配

備
さ
れ
れ
ば
訓
練
規
模
が
拡
大

し
、
危
険
性
が
増
す
」
と
危
機
感

を
強
め
る
。

在
沖
海
兵
隊
や
そ
の
物
資
を
運

ぶ
強
襲
揚
陸
艦
の
母
港
、
長
崎
県

の
米
海
軍
佐
世
保
基
地
で
４
月


日
、
「
エ
セ
ッ
ク
ス
」
か
ら
オ
ス

プ
レ
イ
の
運
用
が
可
能
な
「
ボ
ノ

ム
・
リ
シ
ャ
ー
ル
」
へ
の
交
代
式

が
行
わ
れ
た
。

ボ
ノ
ム
・
リ
シ
ャ
ー
ル
は
全
長

２
５
７
㍍
、
約
４
万
㌧
と
エ
セ
ッ

ク
ス
と
同
じ
規
模
だ
が
、
２
０
１

０
年
か
ら
約
１
２
０
億
円
を
費
や

し
、
通
信
シ
ス
テ
ム
や
下
降
気
流

で
高
熱
を
発
す
る
オ
ス
プ
レ
イ
に

対
応
で
き
る
よ
う
飛
行
甲
板
を
強

化
、
格
納
庫
の
拡
張
な
ど
も
行
っ

た
。オ

ス
プ
レ
イ

機
の
搭
載
が
可

能
な
ほ
か
医
療
施
設
に
は
六
つ
の

手
術
室
を
含
め
６
０
０
床
の
ベ
ッ

ド
が
あ
り
、
血
液
保
管
室
な
ど
も

備
え
て
い
る
。
多
数
の
死
傷
者
が

出
た
と
き
へ
の
備
え
と
戦
地
や
紛

争
地
へ
の
一
体
的
な
運
用
を
想
定

し
た
も
の
だ
。

ボ
ノ
ム
・
リ
シ
ャ
ー
ル
は
３
月

か
ら
、
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
（
う
る

ま
市
）
へ
の
寄
港
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
米
軍
は
普
天
間
飛
行
場
へ

の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
準
備
を

着
々
と
進
め
て
い
る
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
代
替
さ
れ
る
Ｃ

Ｈ

ヘ
リ
の
倍
の

人
の
兵
員
を

運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で

も

機
足
ら
ず
の
ヘ
リ
で
運
べ
る

の
は
最
大
７
０
０
人
ほ
ど
で
、
兵

器
や
物
資
を
乗
せ
る
と
そ
の
数
は

半
減
す
る
。
普
天
間
の
主
機
能
で

あ
る
輸
送
力
は
、
強
襲
揚
陸
艦
な

ど
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
実
態
で
、
海
兵
隊
は
沖
縄
で
は

な
く
船
が
あ
る
九
州
な
ど
に
駐
留

し
た
ほ
う
が
緊
急
時
の
機
動
性
が

増
す
と
の
専
門
家
の
指
摘
が
あ

る
。

ホワイトビーチに搭載可能艦が寄港

北部で地上㍍飛行
高江住民ら危機懸念

普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間のののののののののののののののののののののの空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空 脅脅脅脅脅脅脅脅脅脅脅脅脅脅脅脅脅脅脅脅脅脅威威威威威威威威威威威威威威威威威威威威威威増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

オ
ス
プ
レ
イ
運
用
の
た
め
改
修
し

た
強
襲
揚
陸
艦
「
ボ
ノ
ム
・
リ
シ

ャ
ー
ル
」
（
奥
）
‖
３
月
８
日
、

う
る
ま
市
・
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

防
衛
局
職
員
ら
と
住
民
が
に
ら
み
合

い
を
続
け
る
中
、
民
間
地
域
と
隣
接

し
た
上
空
を
飛
行
す
る
Ｃ
Ｈ


‖
１
月

日
、
東
村
高
江

－－オオススププレレイイ飛飛行行経経路路－－

本
島
全
域
・
伊
江
島
で
離
着
陸
と
飛
行
訓
練
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重
大
事
故
率
大
幅
に
上
回
る

「
（
胴
体
に
沿
っ
て
ロ
ー
タ
ー

を
配
置
し
た
）
Ｃ
Ｈ

及
び
Ｃ
Ｈ


に
対
し
、
（
主
翼
の
）
両
端
に

ロ
ー
タ
ー
を
配
置
し
た
Ｍ
Ｖ

は

（
中
略
）
二
つ
の
ロ
ー
タ
ー
に
よ

る
下
方
気
流
が
中
央
で
ぶ
つ
か

り
、
空
気
が
押
し
上
げ
ら
れ
、
航

空
機
の
主
に
前
方
、
そ
し
て
よ
り

少
な
い
程
度
で
後
方
に
も
噴
水
流

を
発
生
さ
せ
る
」
（
米
環
境
審
査

か
ら
）

オ
ス
プ
レ
イ
が
排
出
す
る
下
降

気
流
は
、
機
体
の
構
造
上
、
Ｃ
Ｈ


よ
り
も
格
段
に
強
い
。
米
議
会

の
付
属
機
関
で
あ
る
米
政
府
監
査

院
（
Ｇ
Ａ
Ｏ
）
が
２
０
０
９
年
の

報
告
書
で
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
回
転

翼
モ
ー
ド
で
飛
行
中
、
前
進
速
度

と
降
下
率
が
一
定
範
囲
を
超
え
る

と
、
自
ら
の
回
転
翼
が
も
た
ら
す

下
方
気
流
で
揚
力
を
失
う
危
険
性

を
指
摘
し
て
い
る
。

回
転
翼
機
が
急
激
に
降
下
す
る

と
下
降
気
流
に
巻
き
込
ま
れ
て
揚

力
を
失
う
「
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
・
リ

ン
グ
・
ス
テ
ー
ト
（
Ｖ
Ｒ
Ｓ
）
」

と
い
う
状
態
に
陥
る
場
合
が
あ

る
。
報
告
書
は
オ
ス
プ
レ
イ
に
関

し
「
Ｖ
Ｒ
Ｓ
を
避
け
る
に
は
限
界

が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
「
特

に
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
片
方
の
プ
ロ

ペ
ラ
の
揚
力
が
不
足
し
機
体
が
ひ

っ
く
り
返
る
」
と
し
て
い
る
。

一
方
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
操
作
手

順
書
に
は
「
複
数
機
で
の
編
隊
飛

行
訓
練
で
は
、
機
体
間
の
距
離
を

２
５
０
㌳
（
約

㍍
）
以
上
に
保

つ
こ
と
」
を
明
記
。
米
国
防
総
省

は
、
６
月
の
フ
ロ
リ
ダ
州
で
の
事

故
原
因
は
「
後
続
機
が
前
機
と
十

分
な
距
離
を
と
ら
な
か
っ
た
た

め
、
後
方
乱
気
流
に
巻
き
込
ま
れ

て
墜
落
し
た
」
と
発
表
し
た
。

米
環
境
審
査
で
は
、
北
部
訓
練

場
の
４
カ
所
の
着
陸
帯
近
く
の
ヤ

ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な
ど
の
巣
作
り
へ

の
重
大
な
影
響
の
可
能
性
や
、
民

間
地
に
近
い
中
部
訓
練
場
の
「
Ｃ

ｒ
ｏ
ｗ
着
陸
帯
」
は
、
乗
用
車
や

ト
ラ
ッ
ク
も
、
通
過
す
る
際
に
短

時
間
不
規
則
な
振
動
を
経
験
し
得

る
と
記
述
し
て
い
る
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
固
定
翼
機
の

機
能
を
併
せ
持
つ
オ
ス
プ
レ
イ
。

自
動
回
転
（
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
）
機
能
と
は
、
飛
行
中
に
両

方
の
エ
ン
ジ
ン
が
故
障
し
た
場

合
、
機
体
降
下
時
の
気
流
を
受
け

て
、
回
転
翼
を
回
し
、
浮
力
を
発

生
さ
せ
て
安
全
に
着
陸
す
る
た
め

の
機
能
だ
。

オ
ス
プ
レ
イ
を
開
発
し
た
ボ
ー

イ
ン
グ
社
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で

「
エ
ン
ジ
ン
停
止
時
の
緊
急
着
陸

で
は
、
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
頼
ら
な
い
。
固
定
翼
モ
ー
ド
で

滑
空
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

オ
ス
プ
レ
イ
が
最
大
離
陸
重
量

約

㌧
な
の
に
対
し
Ｃ
Ｈ

は
約


㌧
と
、
２
倍
以
上
の
重
量
と
な

る
。一
方
で
プ
ロ
ペ
ラ
を
回
し
た

時
の
範
囲
は
Ｃ
Ｈ

が

・

㍍

に
対
し
て
、オ
ス
プ
レ
イ
は

・
６

㍍
と
７
割
強
の
大
き
さ
な
の
で
、

十
分
な
浮
力
が
得
ら
れ
な
い
。

だ
が
、
６
月
に
防
衛
省
が
発
行

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
「
そ
の

時
の
飛
行
状
態
に
応
じ
て
、
固
定

翼
モ
ー
ド
に
移
行
し
て
滑
空
す
る

か
、
垂
直
離
着
陸
モ
ー
ド
に
移
行

し
て
、
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
」
と
記
載
し
て
い
る
。

森
本
敏
防
衛
相
は
８
月

日
の

参
院
予
算
委
員
会
で
「
（
オ
ス
プ

レ
イ
の
）
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
機
能
は
他
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
よ

り
低
く
、
降
下
率
は
高
い
」
と
の

認
識
を
示
し
、
１
分
間
に
５
千
フ

ィ
ー
ト
（
約
１
５
２
４
㍍
）
降
下

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

防
衛
省
は
Ｃ
Ｈ

な
ど
の
普
天

間
飛
行
場
所
属
ヘ
リ
に
つ
い
て

は
、
同
飛
行
場
の
場
周
経
路
飛
行

時
の
設
定
高
度
が
３
３
０
㍍
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
水
平
方
向
に
７
５

０
㍍
の
滑
空
移
動
で
「
民
間
市
街

地
に
墜
落
す
る
こ
と
な
く
、
飛
行

場
に
帰
還
で
き
る
」
と
、
普
天
間

の
危
険
性
の
除
去
策
を
説
明
し
て

き
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
開
発
に
携
わ
っ
た

米
国
防
分
析
研
究
所
の
元
主
任
分

析
官
ア
ー
サ
ー
・
リ
ボ
ロ
氏
は
、

２
０
０
９
年
に
米
議
会
で
証
言
。

ヘ
リ
か
ら
固
定
翼
モ
ー
ド
に
切
り

替
え
る
の
に
約

秒
必
要
で
、
エ

ン
ジ
ン
停
止
時
に
は
「
機
体
は
４

９
０
㍍
も
降
下
す
る
」
と
危
険
性

を
指
摘
し
て
い
る
。

森
本
防
衛
相
は
不
測
の
事
態
で

も
海
域
に
逃
げ
ら
れ
る
安
全
高
度

を
日
米
で
合
意
し
た
い
考
え
を
示

し
て
い
る
が
、
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
が
機
能
す
る
か
と
い
う
問

題
に
加
え
、
米
軍
が
取
り
決
め
を

常
に
守
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
安
全

性
を
保
証
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
１
９
９
０
年
代
初

頭
か
ら
２
０
０
０
年
の
開
発
段
階
で

墜
落
事
故
が
相
次
ぎ
、
搭
乗
し
て
い

た
米
兵
合
計

人
が
死
亡
。
「
未
亡

人
製
造
機
」
と
異
名
を
持
つ
ほ
ど
、

安
全
性
が
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
米

政
府
は

年
１
月
か
ら

カ
月
間
に

わ
た
っ
て
、
飛
行
停
止
措
置
を
取

り
、
設
計
仕
様
を
再
検
討
。

年
９

月
に
「
す
べ
て
の
信
頼
性
や
安
全
性

の
基
準
を
満
た
す
と
判
断
し
た
」
と

し
て
量
産
を
決
定
、
米
本
土
や
中
東

な
ど
で
実
戦
配
備
し
た
。

沖
縄
配
備
を
め
ぐ
っ
て
は
、
１
９

９
７
年
の
段
階
で
、
普
天
間
代
替
施

設
で
の
運
用
が
想
定
さ
れ
る
な
ど
、

米
内
部
文
書
や
米
軍
幹
部
の
発
言
、

さ
ら
に
米
海
兵
隊
航
空
計
画
な
ど
で

公
に
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
政
府
は
一
貫
し
て
認
め

い
ん
ぺ
い

ず
、
そ
の
「
隠
蔽
体
質
」
が
批
判
さ

れ
た
。

普
天
間
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古

移
設
に
伴
う
環
境
影
響
評
価
（
ア
セ

ス
メ
ン
ト
）
の
文
書
で
も
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
の
記
述
を
隠
し
続
け
、
最
終

段
階
の
評
価
書
で
よ
う
や
く
明
記
し

た
。オ

ス
プ
レ
イ
の
本
土
で
の
低
空
飛

行
計
画
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
全
国

知
事
会
や
渉
外
知
事
会
、
各
政
党
や

民
主
党
内
部
か
ら
も
政
府
の
安
全
性

へ
の
説
明
不
足
や
、
米
国
追
従
の
姿

勢
に
批
判
が
相
次
い
だ
。

保
守
系
の
仲
井
真
弘
多
知
事
が
、

米
国
が
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を
強
行

し
、
事
故
な
ど
が
起
き
た
場
合
は

「
（
県
内
の
米
軍
の
）
全
基
地
即
時

閉
鎖
と
い
う
動
き
に
い
か
ざ
る
を
得

な
く
な
る
」
と
発
言
す
る
な
ど
、
県

内
の
反
発
が
一
層
広
が
る
中
、
県
民

大
会
を
迎
え
る
。

米
軍
環
境
審
査
で
は
機
種
別
の


万
飛
行
時
間
当
た
り
の
総
額
２

０
０
万
ド
ル
以
上
の
被
害
か
死
亡

な
ど
、
ク
ラ
ス
Ａ
の
重
大
事
故
発

生
率
を
記
載
し
た
。
モ
ロ
ッ
コ
で

演
習
中
に
墜
落
し
４
人
が
死
傷
し

た
事
故
を
受
け
Ｍ
Ｖ

オ
ス
プ
レ

イ
の
重
大
事
故
の
発
生
率
は
１
・

１
２
か
ら
１
・
９
３
に
跳
ね
上
が

り
、
「
老
朽
化
し
て
危
険
」
と
さ

れ
る
従
来
機
の
Ｃ
Ｈ

ヘ
リ
の
重

大
事
故
率
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

Ｍ
Ｖ

の
事
故
率
は
、
開
発
段
階

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
速
度
が
Ｃ
Ｈ


の
２
倍
、
輸
送
重
量
は
３
倍
、
航

続
距
離
な
ど
は
４
倍
以
上
と
さ
れ

る
。自

衛
隊
で
は
ヘ
リ
と
固
定
翼
機

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
別
の
職
種
で
、

兼
ね
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
と
い

う
。
オ
ス
プ
レ
イ
は
性
能
で
は
Ｃ

Ｈ

を
大
き
く
上
回
る
も
の
の
、

「
垂
直
離
着
陸
モ
ー
ド
」
「
固
定

翼
モ
ー
ド
」
な
ど
、
操
縦
が
複
雑

で
難
し
い
と
い
う
指
摘
が
絶
え
な

い
。

機体間距離㍍内で失速も

強
烈
な
下
降
気
流

日
本
配
備
計
画
を
隠
蔽

普天間飛行場で米軍が今年月からの本格運
用を目指しているＭＶオスプレイ（ボーイ
ング社のホームページから）

相次ぐ墜落事故

機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構
造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造造
にににににににににににににににににににににに
危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘

エ
ン
ジ
ン
故
障
時
の
自
動
回
転
機
能

従来機ＣＨと比較

墜落回避の裏付け不明
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お
そ
ろ
い
の
赤
い
シ
ャ
ツ
を
着
て
会
場
入
り
す
る
参
加
者
�
宜
野
湾
海
浜
公
園

「欠陥機飛ばさないで」

たくさんのメッセージを積み重ね、オ

スプレイ配備反対を訴える

「オスプレイ配備反対」を訴えながら会場

を目指す宜野湾市議ら＝宜野湾市宇地泊

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
反
対
す

る
横
断
幕
を
広
げ
、
開
場
を

待
つ

強い日差しの下、参加者は思い思いのメッセージを手に会場入りした

シンボルカラーの赤い風船が配られ、歓声を上げる子どもたち

4日曜日日9月92012年（平成24年）
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